
     

新
病
院
の
建
設
現
場
で
は
、
地
下
ピ
ッ
ト
の
基
礎
工
事
が
順
調
に

進
捗
し
て
い
ま
す
。
地
下
ピ
ッ
ト
と
い
う
の
は
、
床
下
に
設
け
ら
れ

る
空
間
の
こ
と
で
、
ピ
ッ
ト
の
中
に
は
給
排
水
管
や
、
電
気
設
備
の

配
線
類
が
設
け
ら
れ
る
ほ
か
、
排
水
を
一
時
的
に
溜
め
て
お
く
た
め

の
水
槽
な
ど
が
こ
の
空
間
に
設
け
ら
れ
ま
す
。 

基
礎
工
事
は
、
全
部
で
１１
の
工
区
に
分
け
て
施
工
し
て
お
り
、

施
工
の
流
れ
と
し
て
は
、
①
土
砂
掘
削
、
②
床
付
け
面
の
整
正
、
③

捨
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
打
設
（
墨
出
し
を
行
う
の
に
必
要
な
作
業
床

の
こ
と
で
構
造
的
な
要
素
は
あ
り
ま
せ
ん
。）、
④
墨
出
し
作
業
、
⑤

地
足
場
の
組
立
て
、
⑥
基
礎
の
配
筋
、
⑦
型
枠
の
設
置
、
⑧
基
礎
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
設
、
と
い
っ
た
流
れ
で
、
工
区
毎
で
作
業
が
段
階
的

に
推
移
し
な
が
ら
計
画
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
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な
お
、
９
月
上
旬

か
ら
は
、
１１
工
区

中
で
最
も
工
事
が 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

が
先
行
し
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い
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第
１
工
区
で
、
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階
床
面
の
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に 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

着
手
す
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予
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す
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建
築
工
事
と
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て
の
出
来
高
は
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先
月
末
の
段
階
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12
．
60
％
と
な
っ

て
い
ま
す
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て
い
ま
す
。 

      
 

水
原
郷
病
院
で
は
、
病
床
稼
働
率
が
、
約
66
％
と
低
い
こ

と
か
ら
、
病
床
の
再
編
を
検
討
し
、
7
月
か
ら
「
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
」
を
40
床
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

こ
の
病
棟
を
標
榜
す
る
に
は
、
救
急
告
示
を
し
て
い
る
か
、

ま
た
は
二
次
救
急
医
療
機
関
と
し
て
「
病
院
群
輪
番
制
」
に

参
加
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
救
急
告 

 

示
は
取
り
下
げ
た
ま
ま

で
、
こ
の
7
月
か
ら
、

輪
番
制
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

今
後
、
医
師
が
増
加 

し
、
体
制
が
整
っ
た
段 

階
で
、
救
急
告
示
を
復 

活
さ
せ
る
計
画
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

告
示
取
り
下
げ
以
前

は
、
救
急
搬
送
の
8
割

を
受
け
て
い
ま
し
た

が
、
現
在
は
、
日
中
を

中
心
に

2

割
弱
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
す
。 

       
 

阿
賀
野
市
で
は
、
7
月
3
日
に
、
2025 

年
問
題
に
向
け
て
、
水
原
郷
病
院
院
長
を 

は
じ
め
、
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤 

師
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
介
護
分
野
等 

の
代
表
者
を
委
員
に
委
嘱
し
て
、
初
め
て 

の
「
地
域
医
療
連
携
推
進
会
議
」
を
開
催 

し
ま
し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を 

構
築
す
る
た
め
に
も
、
医
療
、
保
健
、
福
祉 

介
護
の
連
携
は
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
り 

ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
こ
の
会
議
の
主 

旨
と
位
置
付
け
、
ま
た
市
の
高
齢
者
の
実
態 

な
ど
に
つ
い
て
共
通
の
認
識
を
図
り
ま
し
た
。 

      
 「

地
域
医
療
を
守
る
会
」
が
主
催
し
て
、
7
月
の
土
曜
日
（
5
日
、
12
日
、
19
日
、

26
日
）
に
4
地
区
に
出
向
い
て
の
「
新
病
院
に
向
け
た
市
民
対
話
集
会
」
が
開 

催
さ
れ
、
合
わ
せ
て
約

２２０
人
の
市
民
が
参
加 

し
ま
し
た
。 

市
民
と
病
院
の
職
員
組
合
が
中
心
と
な
っ

た
「
地
域
医
療
を
よ
く
す
る
会
」
が
、
市
民

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
病
院
を
目
指
し
た
活

動
の
一
環
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。 

当
日
は
、
病
院
、
行
政
と
市
民
の
代
表
が

発
表
し
、
そ
の
後
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
医
師
不
足
に
対
す
る
不
安
の
声
と
と

も
に
、
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
に
対
す
る
感
謝
や
、

新
病
院
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い
っ
た
期

待
の
声
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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現
場
で
は
基
礎
工
事
が
順
調
に
進
捗 

全
１１
工
区
に
分
け
て
地
下
ピ
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ト
部
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を
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工
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市
民
対
話
集
会
に
約
２２０
人 

８月の猛暑の中で、暑さに耐えながらの作業が続く。（基礎工事） 


